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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・高屋敷　良子様～昨日夕方嘔吐あり本日朝まで経管止め・内服のみ継続の指示となり、点滴1本処方となっていた。
本日、嘔吐は無いが「なんか気持ち悪い」と嘔気は継続しており、窪田Drへ状態報告し、経管・内服止め貼り薬のみ継続し、点滴3本（明日の朝まで）処方となっている。明日、田名部Drへ報告し指示受けするよう指示あり。
・大久保　すい様～経口摂取困難な為、点滴4本とセフトリアキソンNa2V+生食100ml　3/8まで処方となる。本日夕から食止め、内服はセフジトレン中止、他錠剤については内服困難な場合は無理させないよう指示あり。本日、頭部CTと胸部レントゲンの指示あり。
・下村　慶子様～シンラック液残なく、窪田Drへ報告し2本処方となる。
・向井　敦子様～シンラック液残なく、窪田Drへ報告し2本処方となる。
・田端　テル様～ナパゲルン軟膏残なく、窪田Drへ報告し1本処方となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。飲水要求頻回にあり、トイレでの飲水も見られない。妄想発言は無いが、表情の硬さあり。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。対面時の声高さはあるが、興奮や妄想発言はない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。10時～11時・14時～15時開放観察実施。開放前にはドア蹴り見られるが過度となることは無い。開放中は他者への迷惑行為や、飲水行動なく落ち着いて過ごす事が出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。ほとんど自室で過ごしており、時折ニヤツキ見られるが、幻聴・妄想に左右された発言は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。経口摂取試みるが拒否強く摂取困難。経管栄養はトラブル無く実施しているが、体を傾けて経管チューブを弄ろうとする事があり体幹拘束継続して実施。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。バイタル異常無し。拘束部位の循環障害無し。「なんか気持ち悪い」と嘔気の訴え継続しており、経管は明日の朝まで中止、点滴3本処方となり、午後より明日の朝まで点滴継続となる。引き続き精神症状・身体症状雄の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ19:00～8:00身体拘束中。38℃台の発熱持続しており、覚醒状態不良。食事も介助するが朝食は牛乳のみ1/2昼食は不食。声掛けには閉眼したまま返答するが、開眼できず自力体動も困難。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・伊藤　和子様～午前はバイタルサイン異常無し。点滴ラインを弄る様子見られ都度介入するが、朦朧としており場所や対応した人も認識できていない事あり。トイレ希望あり誘導にてトイレにて排泄は見られるが、脱力著明で座位を保持する事も困難。食事は介助にて1/2～1/3摂取出来ている。
・夏坂　浩美様～体温38.9～39.1℃　脈拍130～113回/分　食事は自力で1/2摂取。痰絡みあり適宜吸引施行。動作後、呼吸速迫あり。



・藤井　崇史様～放歌・独語活発にあり、声高さや妄想発言著明。眼光の鋭さ見られ、他者干渉も目立っている。
・寺澤　英男様～朝から帰宅要求頻回にあり対応したスタッフへの易怒性著明。12：15　　不穏時ロラゼパム（0.5）1T服用するが、服用に対しても拒否あり再三の説明にて服用。以後も状態変わらず帰宅要求頻回。
